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 研究要旨 
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の診療情報を集積し、データベース

に登録しその実態を把握する。また視覚聴覚二重障害患者に対する移行期医

療について現状を調査し、移行期医療支援手順書、診療マニュアルを通じて

移行期医療の充実を図る。 
 
 
Ａ．研究目的 
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の診療

情報を集積し、原因・病態別臨床像の解明を図

る。それらを基に、移行期医療の診療マニュア

ル、移行期医療支援手順書の活用促進を図る。 
 
Ｂ．研究方法 
当院の外来を受診した先天性および若年性の視

覚聴覚二重障害の患者の臨床データの登録を行

う。 
移行期医療について、担当医師およびSTから情

報を収集し、当院の実態を調査する。また移行

期医療の取り組みや諸問題について検討を行い、

移行期医療支援手順書を臨床活用する。 
 
(倫理面への配慮) 
本研究は、当施設の臨床研究審査委員会の承認

を得ている。また対象となる患者に対しては説

明を行い、文書による同意を取得する。 
 
Ｃ．研究結果   
今年度は新規に登録できる症例は無かった。既

登録症例について、当院眼科と協働し追跡調査

を行った。データベースへ情報登録を行った。

移行期医療支援の手順書を活かした臨床活動を

行った。 
日本聴覚医学会に参加して、視覚聴覚二重障害

および移行期医療支援に関する情報収集を行い、

実臨床に応用できるように取り組んだ。 
 
Ｄ．考察 
視覚聴覚二重障害児の追跡調査として家族面談

を行うなかで、症例のライスステージに応じた

情報収集や環境調整を、保護者が一手に担って

いる実態に気づくことができた。診療マニュア

ルや移行期医療支援手順書を臨床活用し、保護

者と情報共有を積極的に進めたい。 
また、移行期医療支援の手順書については、視

覚聴覚二重障害のみならず、聴覚の単一障害例

にも有用と思われ、応用利用によって個々のセ

ルフアドボカシー能力の向上が図れると思われ

た。 
一方で、移行期医療支援の充実を図るためには、

臨床活動に留まらず、家族を中心とした医療・

教育・福祉の地域連携や、それによる移行支援

に関する共通認識も必要と思われ、今後の課題

と思われる。 
 
Ｅ．結論 
移行期医療支援について、診療マニュアルおよ

び手順書の利活用によって、実際の診療を円滑

に進めることができるようになった。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
 該当なし 
 
2. 学会発表 
 該当なし 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  
 該当なし 
 
2. 実用新案登録 
 該当なし 
 
3. その他 
 該当なし 
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